
三

軸
引

引
剖
聖
 

第1回五所川原マラソン 

しかわら 
発行 五所川原市 

9O37 

青森県五所川原市字岩木町12 

0173 -⑩2111(f 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 嚇北斗オフセット 

市の人口 総数52,203人（男25,215・女26,988）世帯数14,730 (10月31日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 

スポーツを通して市民の体力増進を図ろうと10月20日、市教
委主催、 五所川原ロータリークラブと五所川原中央ロータリー 

クラブ後援の 「第1回五所川原マラソン」 が、北斗グラウンド

を中心に行われました。同マラソンは、小学 5年以上の市民を

対象と・したもので、中・高校生や大人まで合わせて約 150人が
参加。競技は、小学 5・6年男女がlkin、中学男女と高校一一
般女子が 3km、高校・一般男子が 6kmの 3種目で行われ、それ
ぞれの種目に熱戦が展開されました。 この日は、早朝まで雨が

降り、コースの所々に水たまりができ、そのうえ肌寒い風が吹

くという悪いコンテ’ィションでしたが、途中棄権者もなく全員

完走しました。上位入賞者は次のとおり。＠小学校男子 ①伊

藤勝幸（梅泉）②中川敦（松野木）③木村英次（松島）＠小学

校女子 ①小野忍（飯詰）②神成めぐみ（松島）③福士奈穂美 
（東小）0中学校男女、高校・一般女子 ①三浦修彰（五四中） 

②高橋恭一（五二中）③小野直美（Iiー中）〇高校・一般男子

①斎藤公伸（五高）②畑山彰ー（一般）③藤田武道（五東） 

、 

臓艦難 I i 馴 
市文化振興会議（敦賀喜久蔵会長）主催の 「市 

民総合文化祭」 が10月27日から始まり、森田市長

がその関係者を激励しました。 

同文化祭は、市民の芸術文化の交流と振興を図 

ることを目的に、市中央公民館を主会場に開かれ ． 

ているもので、今回で25回目。 

参加団体も書道、絵画、合唱、茶華道、盆栽や 

詩吟など27団体に上っています。 	 毎 

一森甲吏長は11月 3 旦、それぞれの団体の展示・ 	I 
発表会場をたずね、 「大変ごくろう様です。市民 

り文化の向上のために頑張ってください。声た、 
貴会のますますの発展をお祈りします」 と関係者 	で 

を激励しました。 	 ミ 

, 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

市
民
総
合
文
化
祭
協
賛
 

県
下

川
柳
大

会
 

川
柳
岩
木
吟
社

（
小
山
吉
朗

代
表
）
主
催
の
県
下
川
柳
大
会

が
十
月
二
十
七
日
、
市
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
津
軽
地
域

は
も
と
よ
り
八
戸
市
や
秋
田
県

な
ど
各
地
か
ら
柳
人
約
七
十
人

が
参
加
。
 
「
生
ま
じ
め
」
、
「痛

快
」
な
ど
七
つ
の
宿
題
、
「火
」
、
 

「自
信
」
 
な
ど三
つ
の
席
題
と
 

「金
偏
二
字
を
含
む
句
を

つ
く

る
」
特
別
課
題
で
行
わ
れ
、
参

加
し
た
人
達
は
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

上
位
人
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

宿
・
席
題
の
部
 

①
工
藤
寿
久
（
弘
前
）
②
千
島

鉄
男
（
‘弘
前
）
③
福
士
光
生
 

（
尾
上
）
 

特
別
課
題
の
部
 

①
新
岡
二
三
夫
（
青
森
）
②
村
 

上
志
朗
（
弘
前
）
③
工
藤
寿
久
 

（
弘前
）
 

（
敬称
略
）
 

昭和 60 年 

	
市 民 憲 章 （昭和59年iO月 1日制定 

わたく したちの先人は、不擁不屈の五所川原 
.OI) ) 	魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

1 
」 
ー． 	 字． わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

■ 
一 一】】】 い視野に立って西北津軽の人々と協調 

l-15 h器器篇購誉願って、こ 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 
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団犯目届賢る 

肉の即売も ー 
ミ
ス
に
今
さ
ん
 

準
ミ
ス
に

清
野
さ
ん
、
横
島
さ
ん
 

ー
員
昌
り
あ

g
旧

ー
 

上をはかろうと 11月 2日から 2日間に

開かれ、多くの人々でにぎわいました。 

蹄綴麟癖IyL 

冨くの参観者が訪 

こ
の
農
業
ま
つ
り
は
、
市
、
 

市
農
協
、
津
軽
中
央
農
協
、
七

和
農
協
、
農
業
青
年
会
議
な
ど

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
市
民

体
育
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
森
田

市
長
が
「
農
業
の
振
興
こ
そ
常

に
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
の

農
業
ま
つ
り
開
催
を
契
機
に
、
 

今
後
一
層
農
業

の
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
。
 

引
き
続
き
、
県
知
事
代
理
の
川
 
 

島
康
平
北
地
方
農
林

事
務
所
長

と
川
浪
直
治
市
議
会
議
長
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
会
場
で
は
農
林
産

物
等
の
共
進
会
や
展
示
即
売
会
、
 

家
庭
不
用
品
の
即
売
会
、
市
営

牧
場
運
営
後
初
の
五
所
川
原
牛

肉
の
即
売
会
、
西
北
五
物
産
品

即
売
会
な
ど
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
 

農
業
資
料
展
、
食
生
活
改
善

・

米
消
費
拡
大
、
健
康
相
談
な
ど

の
各
種
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

一
方
、
図
書
館
で
は

転
作
事
例
・
農
業
後
継
者
体
験

等
発
表
会
や
記
念
農
事
講
演
会
、
 

駐
車
場
で
は
農
業
機
械
展
示
実

演
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
初
日
に

は
、
五
所
川
原
 

政
府
は
十
月
．
ト
五
日
の
閣

議
で
、
台
風
十
二

・
十
三
号
の

被
害
に
対
し
、
天
災
融
資
法
の

発
動
を
決
定
。
ま
た
、
本
県
と

熊
本
、
鹿
児
島
県
を
激
甚
災
害

に
指
定
し
ま
し
た
。
 

台
風
十
三
号
に
よ
る
本
市
の

被
害
は
、
り
ん
ご
の
落
果
を
中

心
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
被
害

総
額
は
約
八
億
円
余
に
上
っ
て

い
ま
す
。
 

市
で
は
九
月
五
日
、
森
田
市

長
を
本
部
長
と
す
る
県
、
市
、
 

農
協
な
ど
か
ら
な
る
「
台
風
十

三
号
被
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。
 

国
、
県
に
対
し
「
天
災
融
資
法

の
適
用
」
、
 
「既
借
入
金

の
条

件
緩
和
」
な
ど
を
強
く
要
請
し
 
 

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
適

用
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
本

県
と
九
州
の
セ
ッ
ト
で
決
ま
っ

た
も
の
。
 

こ
の
適
用
に
よ
っ
て
、
被
害

農
家
で
は
低
利
な
天
災
資
金
が

最
高
限
度
二
五
〇
万
円
ま
で
借

入
れ
で
き
る
ほ
か
、
県
、
市
か

ら
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

な
お
、
市
で
は
十
月
二
十
九

日
、
第
二
回
目
の
対
策
本
部
会

議
を
開
き
、
所
期
の
目
的
を
達

成
し
た
こ
と
か
ら
同
本
部
を
解

散
、
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
に
か

い
て
被
害
農
家
と
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

●

長
 

同
事
業
は
昭
和
四
十
 

一
鷲「
「
結
篇
 

一
？購
」
線緯
＼
 

‘
辞
 
工
し

た
も
の
で
す
。
 

！
祝
 

式
典
で
は
、
五
所
川
 

んご娘の 
ん（左） 

・

◆
“
"

‘
・◆
‘ー
“

‘
・
◆
“
→
‘ー
・

◆
“・
，
“
・

◆
“・

◆
‘ー
・◆
“→

‘
ー
→

‘
ー
 
“
・

“
‘
・
◆
“
‘

◆
‘
 

ほ
場
整
備
竣

工
式
典
挙
行
 

ー
五
所

川
原
北
部
土
改
区

ー
 

県
営
五
所
川
原
北
部
地
区
ほ
 
月
十
八

日
、
中
央
公
民
館
で
関

場
整
備
事
業

の
竣
工
式
典
が
十
 
係
者
約

三
百
五
十
人
が
出
席
し
 

r
 

r
 



食生活改善・米消費拡大コーナー 

り
ん
ご
の
消
費
拡
大
の
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら

う
 
「ミ
ス
り
ん
ご
娘

コ
ン
テ
ス

ト
」
も
行
わ
れ
、
和
や
か
な
う

ち
に
も
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
 

応
募
者
十
五
人
の
中
か
ら
ミ
ス

に
今
博
子
さ
ん
（
飯
詰
）
、
準

ミ
ス
に
清
野
昌
美
さ
ん
（
飯
詰
）
 

と
横
島
典
子
さ
ん

（戸
沢
）
が

選
ば
れ
ま
し
た

0
 

農
業
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
 

優
良
な
農
林
産
物
等
の
出
品
者

に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

『
細
馴
，

~
 

五
所
川
原
牛

加
 

水
稲
部
門
 
沢
田
昭
三

（毘
沙
 

り
ん
ご
部
門
 
岩
崎
雅
文

（
金
 

H
 

野
菜
部
門
 
山
口
義
博

（
毘
沙

門
）
 

花
き
部
門
 
越
谷
正
博
（飯
詰
）
 

農
村
生
活
部
門
 
工
藤
愛
子
（
藻

川
）
 

（敬
称
略
）
 

農家の生産意欲の高揚と農業技術の向

わたって、 五所川原市農業まつり」が 

~ ' 
家庭不用品即売会場 j 
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原
北
部
土
改
区
の
佐
藤
浪
三
郎

理
事
長
職
務
代
理
者
が
、
 
「今

後
も
国
、
県
の
指
導
の
も
と
に
、
 

米
の
生
産
地
と
し
て
の
責
務
を

十
分
認
識
し
、
地
域
農
業
の
発

展
と
食
糧
の
確
保
に

つ
と
め
て

い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
森
田
市
長
が
「
農

業
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
基
礎
で

あ
り
、
今
後
と
も
食
糧
供
給
基
 

地
域
産
業
へ
の
先
端
技
術
の

導
入
を
促
進
し
、
地
域
の
振
興

を
図
ろ
う
と
＋
月
二
十
二
日
、
 

先
端
技
術
研
修
会
が
飯
詰

の
青

森
職
業
訓
練
短
大
で
開
か
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
研
修
会
は
、
青
森
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
が
主
催
し

た
も
の
で
、
企
業
の
技
術
者
、
 

農
協
職
員
、
高
校
教
員
な
ど
約

八
十
人
が
出
席
。
テ
ー
マ
は
、
 

現
在

ハ
イ
テ
ク
多
機
能
機
械
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
 
「食
品

用
二
軸
型
ェ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ

ー
」
 

（注
参
照
）
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
 

講
師
に
は
、

こ
の
分
野
の
研

究
者
と
し
て
第

一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
野
口
明
徳
農
林
水
産

省
食
品
総
合
研
究
所
製
造
工
学

研
究
室
長
、
若
宮
祐
喜
三
菱
重

工
業
名
古
屋
機
器
製
作
所
主
務
 
 

地
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
、
 

ま
た
施
設
の
管
理
に
十
分
意
を

用
い
ら
れ
、
地
域
農
業
の
発
展

と
経
営
の
近
代
化
に

一
層
ご
尽

力
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
土
改
区
で
は
、
こ
の
式
典

に
先
立
ち
「
記
念
碑
」
 
（
若
葉
 

・

ラ
イ
オ
ン
ズ

の
森
）
の
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。
 

の
二
氏
が
招
か
れ
、
 
「食
品
用

エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ

ー
」
 
の
研
究

開
発
と
利
用
状
況
、
機
械
の
構

造
原
理
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

的
見
地
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
後
、
地
域
の
振
興
を
図
る

に
は
、
こ
の
よ
う
な
高
度
技
術

の
活
用
、
導
入
が
不
可
欠
と
な

っ
て
お
り
、
地
域
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

O
 食
品
用
ニ
軸
型
ェ
ク
ス
ト

ル
ー
ダ
ー
（
加圧
抽
出
成
型
機
）
 

金
属
パ
イ
プ
の
中
に
二
本
の

ス
ク
リ
ュ
ー
を
平
行
に
組
み
込

ん
だ
加
工
機
械
で
、
パ
イ
プ
の

一
端
か
ら
食
品
原
材
料
を
入
れ
、
 

ス
ク
リ
ュ
ー
で
移
送
す
る
間
に

混
合
、
殺
菌
、
成
型
と
い
っ
た

一
連
の
加
工
工
程
が
連
続
し
て

短
時
間
の
う
ち
に
で
き
る
機
械
。
 

本
市
で
県
初
の
先
端
技
術
研
修
会
 

青
森

テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
開
発
機
構
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(
 出

稼
ぎ
さ
れ
る
人
達
と
そ
の

留
守
家
族
を
励
ま
そ
う
と
十

月

二
＋
五
日
、
市
民
文
化
会
館
で

激
励
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
出
稼
協
会

（
会

長

・
森
田
市
長
）
と
市
内
農
協

懇
談
会

（
会
長
・
三
上
光
男
七
 

和
農
協
組
合
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
約
三
百
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

出
稼
ぎ

の
安
全
を
祈
る
祈
願

祭
の
後
、
会
長
で
あ
る
森
田
市

長
が
「
皆
さ
ん
が
安
全
に
出
稼

ぎ
で
き
る
よ
う
、
市
も
全
力
を
 

可
出
稼
者
と
そ
の
留
守
家
族
を
激
励
 

尽
く
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
0
 

引
き
続
き
三
上
農
協
懇
談
会
 

長
が
あ
い
さ

つ
し
、
須
々
田
 

応

謙
介
公
共
職
業
安
定
所
長
が
 

細
裾
辞
を
述
～ま
し
た
o
 

る
 

そ
の
後
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

一
か
と
し
て
、
七
ソ
館
小
、
羽
野

？を
木
沢
小

の
児
童
に
よ
る
獅
子

と
舞
や
自

慢
の
ノ
ド
を
競
う
カ

ぎ
 
ラ
オ
ケ
大
ム
太
な
とか
あ
り
「
 

あ
一
出
席
し
た
人
達
は
楽
し

い
・
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

"' 0年度出線者反び留守女族散鳥‘ 

電 
' 

盛
羅
種
 

一
“
《
み
ノ
”
な《
に
協
（
 

冨
ブ
中
創
認
認
周
年
記
念
式
典
挙
行
加
 

プ

ー
ル
落
成
も
祝
う
 
m
 

・

ー
 
学

校
が
消
防
署
へ
通
報
し

て
 

一
 

携
加
観
三譲
競
議
「
 

雅
鯛
蘇
遅
鄭瞬
「
」
 

、
さ
屋
上
と
四
階
か
ら
ハ
シ
ゴ
車
 

M
粘

と
救
助
隊
に
よ
っ
て
救
助

o
 

」纂
鷺
鯵
鷺
 

（
慧黙
競
」競
 

鰍
訊
 
の
使
い
方
の
訓
練
も
行
わ
れ
 

証
”
n
n証
荘

n
H
H
一
”
”
荘
巽n【
証
琴
h
荘
葺
証
圭
三
証
お
」
n
H荘
主

H
H三
 

日
井
ま
し

た
。
 

一
乳
 

ま
た
、
こ
の
日
は
同
校
「
1
 

・

●
！
」
、
‘
、I
、
く
I
、
・
《●
ョ
《
コ
●
！
 

、
子
！一
一
‘
く
、
《
a
』1
、．
‘
ー
 

ユ
■
【
！

I
一
く

I
一
．
ノ
ー
！

n
【
」
ノ
 

，
 

一
 

玉

与
山
』
山
』
声
 
狂
務

消
防

総
合

訓
練
を

実

施
 

一
［H
」
n
H」
n
u
nー
 
商
古
向
、1馴，
r
'.，
ノ
1
1り
v牟
フ
“

?
l
【
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
三
日
目
 
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
五

所
川
原
第

一
中
学
校
（
三
上
民

雄
校
長
 
生
徒
数
千
二
百
九
＋

六
人
）
で
は
十
月
十
九
日
、
同

校
で
そ
の
記
念
式
典
を
挙
行
し

ま
し
た
。
 

同
校
は
、
昭
和
四
十
年
四
月

一
日
、
五
所
川
原
中
と
松
島
中

の
二
校
が
統
合
、
 
「五
所
川
原
 
 

第

一
中
」
と
し
て
誕
生
し
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
有

名
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
て
い

ま
す
。
 

記
念
式
典
は
プ

ー
ル
落
成
記

念
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
同
校
の

先
生
と
生
徒
全
員
、

P
T
A
役

員
、
来
賓
と
し
て
森
田
市
長
、
 

歴
代
校
長
、
歴
代

P
T
A
会
長
 
 

の
十
月
三
十
日
、
五
所
川
原
商

業
高
等
学
校
（
下
山
弘
校
長

生
徒
数
九
百
三
十
人
）
で
学
校

火
災
を
想
定
し
た
消
防
総
合
訓
 

な
ど
約
千
四
百
人
が
出
席
。
 

三
上
校
長
が
 
「創
立
二
十
周

年
を
迎
え
た
今
日
の
慶
び
を
胸

に
、
覚
悟
を
新
た
に
し
、
誇
り

と
自
覚
を
高
め
、
 一
層
立
派
な

五
一
中
に
し
て
参
り
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
森
田
市
長
が
「
創

立
二
十
周
年
を
迎
え
た
意
義
は

誠
に
大
き
く
、
こ
れ
を
契
機
に

さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
実
績
を
積

ま
れ
、
 一
層
輝
や
か
し

い
歴
史

を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
期
待
 

訓
練

に
は
、
五
所
川
原
消
防

署
か
ら
四
十
材
級
と
十
六

M
級

の
ハ
シ
ゴ
車
と
救
急
車
な
ど
四

台
も
出
動
。
 

し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
引
き
続
き
櫛
引
留
吉
県
議
、
 

鈴
木
太
左
衛
門
市
教
育
長
、
山

形
邦
夫

P
T
A会
長
代
行
の
三

人
が
、
ま
た
生
徒
を
代
表
し

て

桜
庭
裕
丈
生
徒
会
長
が
「

先
輩

た
ち
の
輝
や
か
し

い
功
績
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
自
覚
を
深
め
、
 

五
一
中
の
新
た
な
歴
史
を

つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。
 
 

年
の
小
松
律
子
さ
ん
、
薮
田
津

暁
さ
ん
、
乳
井
由
子
さ
ん
、

加

藤
美
智
代
さ
ん
、
米
谷
み
ど
り

さ
ん
の
五
人
に
対
し
、
 
「
一
日

婦
人
消
防
官
」
の
委
嘱
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

市
長
賞
に
 

斎
藤
」
土
岐
＼
 

少
年
の
主
張
発
表
大
会

市
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催

の
「

6
0年度
市
少
年
の
主
張
発

表
大
会
」
が
十
月
二
十
九
日
、
 

働
く
婦
人
の
家
で
父
母
や
児
童
、
 

生
徒
な
ど
約
百
五
十
人
が
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
小
・
中
学
生
が

日
頃
考
え
、
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
発
表
し
、
親
と
子
、
大

人
と
子
ど
も
が
相
互
に
理
解
を

深
め
あ
お
う
と
開
か
れ

て
い
る

も
の
で
、
今
回
が
五
回
目
。
 

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お

り

で
す
。
 

◇
小
学
校
の
部
 

市
長
賞
 
斎
藤
ま
ゆ
み
（
梅
泉

小

6
)
 

教
育
長
賞
 
大
西
大
幹
（
中

央

小

6
)
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

岩
村
順

f
（中
央
小

6
」
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
奨
励
賞

渡
辺
勝
仁
（
鶴
ケ
岡
小

6
）
、
 

福
間
朱
美

（
南
小
5
）
、
坂

本
千
恵

（飯
詰
小

6
)
 
 

◇
中
学
校
の
部
 

市
長
賞
 
土
岐
剛
大
（
三
中

2
)
 

教
育
長
賞
 
三
橋
香
織
（
一
中
 

2
一
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

伊
藤
緑
（
四
中

3
)
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
奨
励
賞

前
田
竹
洋
（
四
中

2
）
、
石

岡
由
美
子
（
二
中

3
）
、
長

尾
恵
里
（
三
中

1
)
 

（敬
称
略
）
 

6
1年
度
保
育
所
 

入
所

申
請
受
付
 

市
で
は
、
来
年
四
月
一
日
か

ら
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る

児
童
の
入
所
申
請
を
十
二
月
七

日
（
土
）
ま
で
受
け
付
け
し

て

い
ま
す
。
 

▽
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所

（
入
所
申
請

用
紙
は
、
当
所
及
び
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。
）
 

▽
対
象
児
童
 

昼
間
家
庭
で
保
育
し
て
も
ら

え
な
い
乳
幼
児

（
生後
四
か
月

以
上
、
就
学
前
ま
で
）
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所
児
童
係

（
廿
⑩
二
一
一

一
番
 
内
線
二
四
一
ニ番
）
へ
ど
 

う
ぞ
。
 

r
 

r
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状
況
 

れ
慨
員
の
給
与
町
状
況
に
つ
い
！て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
じ
ま
す
 

与
 

〔表4〕ー般行政職員の等級別職員数の状況 （昭和60年 4 月 1日現在） 

〔表2〕ー般行政職員の平均年

令及び平均給料月額の状況 

（昭和60年 4 月 1日現在） 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年 令 歳
  4

1
 

 

歳
  3

 
9
.
 

 
平均給料月額 円 

210,500 
円 

219,097 

〔表3〕一般行政職員の初任給及び学歴別・経験年数別平均給料
月額の状況 （昭和60年 4 月 1日現在 i 

区 分 初 任 給 
採用 2 年経過日 

給 	料 	額 

経 験 年 	数 

10年 15年 20 年 

大学卒 
107 

円 
,500 

円
  1

 
1
 
8
 

,
 

8
 
0
 
0
 

 
150 ,200 

円 
210 ,700 

円 

高校卒 90 .700 96 ,600 136 ,500 179 ,260 211. 122 

区 分 特 1等級 1 等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等級 6 等級 計 

標職
 
準

務
 
的
内
 
な
容
 

部 	長 課 	長 課 	長 課長補佐 係 	長 主 	事 主事補 
ノ

／ノ／ 

職 員 数 12 人 5 人 68 人 76人 96 人 77 人 10人 344 人 

構 成 比 3.5 % i.4 % 19.8 % 22) % 27.9 % 22.4 % 2.9 % 1 0 0% 

給料 

393 

4 億353万4千円 

その他の手当 

、1億5958万円 

職員給与費の状況（普通会計） 

鏑手当 

〔表1〕 人件費の状況（普通会計） 貧

件
費
の
状
況
）
 

昭
和
五
十
八
年

度
普
通
会
計

決
算
に
よ
る
人
件
費

の
状
況
は
 

「表
1
」
の
通
り
で

す
。
ま
た
、
 

昭
和
六
十
年
度
普
通
会
計
当
初

予
算
に
よ
る
人
件
費

の
う
ち
、
 

一
般
職
員
の
給
与
費

は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

（
注
）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 

そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 
（退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

へ
職
員
給
与
の
状
四
 

（
給
料）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 
 

る

一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
令

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 
「表
 

2
」
 
のと
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
初
任

給
及
び
学
歴
別

・
経
験
年
数
別

の
平
均

給
料

月
額

の
状
況

は
 

「
表
3
」
 
のと
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
等
級
ご
と
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般

行
政
職
員
の
等
級
別
の
職
員
数

の
状
況
は
 
「表
4
」
 
のと
お
り

で
す
。
 

（諸
手
当
）
 

●

期
末

・
勤
勉
手
当

（
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
四

・
九
カ
月
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

調
整
手
当
は
、
医
療
職
給
料

表
O

の
適
用
を
受
け
る
職
員
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

き
れ
ま
す
。
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
上
、
諸
手
当
の
状
況
は
「
表
 

5
」
 
の
と
おり
で
す
。
 

（次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
 

区 分 
住民基本台帳人口 

歳出額 A 実質収支 人件費 B 
人件費率 

（年度末） (B/A) 

59 .3.31 千円 千円 千円 % 
58年度 

52,530 12,474 ,178 160 ,498 1,996 ,985 16.0 

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 



時
間
外
勤
務
手
当
  

58 

支 給 総 額 千円 
82,652 

度 
職員 1人当たり 千円 
支給年額 108 

57 

支 給 総 額 
千円 

73,347 

度 
職員1人当たり
支給年額 m

9
6
 

 

〔表6〕特別職の報酬等の状況 

(60年 4 月 1 H現在） 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

655,000円 

（支給割合） 545,000円 

6月期 1.4月分 

490,000円 12月期 1.9月分 

3 月期 0.5月分 

315,000円 
計 3.8月分 

285,000円 

265,00011 

市
 
長
 
助
 
役
 
収
入
役
 
議
 
長
 
副
議
長
 
議
 
員
 

支 給 要 件 手 当 額 （月額） 区分 

次に掲げる者で他に生計のみ

ちがなく、主としてその職員の

扶養を受けているもの 

配偶者、18歳未満の子及び孫、 

18歳未満の弟妹、60歳以上の父

母及び祖父母、重度心身障害者 

配偶者 	 13,200円 

配偶者以外の扶養親族のうち 2 人まで 

4,200円 

配偶者のない職員の扶養親族のうち 

1人 	 8,900円 

その他1人 	 1,000円 

扶
 
養
 

（借家） 住宅を借り受け月額 

9,000円を超える家賃

を支払っている職員 

（自宅） 自宅を所有している

職員 

（借家） 

1）家賃16,500円以下支払っている 

職員 家賃一 9,000円 

2）家賃16,500円を超えて支払って 

いる職員 

」家賃二」互,5四円」二け＋ 7・500円 

7,200円限度 

住
 
居
 

（自宅） 	 1,000円 

ただし、取得後 5年間は 	2,500円 

通勤距離が片道 2km以上にな

る者で、交通機関を利用し、あ

るいは交通用具を使用して通勤

してしで職員 

（交通機関利用者） 

運賃相当額。ただし、運賃等相当

額が18,300円を超える場合は、 

18.300円にその超えた額の 2 分の 

1の額（ 3,400円限度）を加算し

た額 

（交通用具利用者） 

2,000円～3,600円 

通
 
勤
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〔表5〕職員手当の状況 
	

（前ページから） 

区 	分 五 	所 	川 	原 	市 国 

[60年度支給割合〕 [60年度支給割合〕 

期末手当 期末手当 	勤勉手当 期末手当 	勤勉手当 
6月期 	1.4月分 	0.5月分 6月期 	1.4月分 	0.5月分 

勤勉手当 12月期 	1.9月分 	0.6月分 12月期 	1.9月分 	0.6月分 
3月期 	0.5月分 3月期 	0.5月分 
計 	3.8月分 	1.1月分 計 	3.8月分 	1.1月分 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 
勤続 20 年 	22.4186月分 	30.03 月分 
勲続 25 年 	30.4'5 月分 	44.7205月分 

退職手当 勤縄35 生 	50.165 月分 	64.548 月分 
最高限度額 	62.14 月分 	64. 548 月分 
1人当たり 	1 にo』エm 	o7oっコ二m 売企茎気品 	1,594千円 	9,793千円 
平均支給額 
その他の加算措置 制度なし 
退職時 原則 2 号俸 

灘I難驚難 
z4冒島ノTh ,fl首士止早 定年前早期退職特別 
その他の加算措置 操蛋”リt"wュ叫‘1司w」 
、ー“"’ノ“Hヲ”」日“ 	措置 

(2 %-20％加算） 

特別昇給 50歳以上で勤続20年以上の勧奨 4 号給 退職時 1号俸 

50歳以上で勤続20年未満の勧奨 3号給 特別昇給 

持殊勤務 

手 	当 

(58年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 33.3 % 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 302,443円 

手 当 の 種 類 	（手当数） 24 

代表的な 

手当の名称 

支給額の多い手当 診療従事者手当 

多くの職員に支給されて
いる手当 

夜間看護手当 

支 	給 	率 9 	% 

調整手当 支 給 対 象 職 員 数 17 	人 

(60年4月 

国 	の 	制 	度 
（支 給 率） 

9 	% 

1日現在） 支給対象職員1人当たり 
448 円 ,944 

平均支給年額（58年度決算） 

(60年 4 月1日現在） 



四 固囲目（金属工芸）囲囲国 
レ日時 1IJ 122日～24日 午前11時～午後 7時 

（最終日は午後 5時まで） 

レ場所 ギャラリー・デネガ（弘前市上瓦ケ町11- 2) 
※小西純二氏は、青森職訓短大の機械システム系の教 

官で、主に金属成形学を担当しています。 

め
に
実
施

し
て
い
る

も
の
で
す
。
 

▽
該
当
者

在
宅
の

視
覚
障
害

者
で
、
身

体
障
害
者
 

手
帳

（
一
 

級
ま
た
は
二
級

）
を
持
っ
て

い
る
人
。
 た
だ
し
、
市
内
に

住
所
を
有
し
、
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。
 

▽
受
付
け
 

土
曜
日
の
午
後
、
 

日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い
た

平
日
 

▽
手
続
き
 
印
鑑
と
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
利
用
券
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

（代
理
人
で
も
可
）
。
 

申
請
や
詳
し
い
こ
と
は
、
市

福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
廿
⑩
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
一
〇
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

市
で
は
四
十
歳
以
上
の
力
を

対
象
に
成
人
病
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
た

一
般
健
康
診
査
を

実
施
し
て
お

り
ま
す
。
 

対
象
の
方
は
ぜ
ひ
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

職
場
等
で
受
け
ら
れ
る
方
は

除
き
ま
す
。
 

▽
実
施
期
間
 

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十

七
日
ま
で
。
 

▽
時
間
 
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
。
た
だ
し
西
北
中
央
 

つ
く
ろ
う
健
康
 な

く
そ
う
成
人
病
 

病
院
は
午
前
十

一
時
ま
で

▽
受
診
方
法
 

受
診
券
を
医
療

機
関
窓
口
に
お
出
し
下
さ
い
。
 

受
診
券
は
市
衛
生

課
、
市
役
所

各
支
所
、
実
施
医
療
機
関
で
お

受
け
取
り
ド
さ
い
。
 

▽
診
査
内
容
 
問
診
、
身
体
計

測
、
理
学
的
検
査
（
打
診
、聴
診
、
 

触
診
）
血
圧
測
定
、
検
尿
 

ま
た
、
医
師
が
必
要
と
判
定

し
た
場
合
は
精
密
診
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

▽
診
査
料
金
 
一
般
健
康
診
査
 

実施医療機関 

小 笠 原 内 科 医 院 

兼平内科小児科医院 

川崎胃腸科内科医院 

冨田胃腸科内科医院 

西 北 中 央 病 院 

木 村 内 科 医 院 

白 生 会 胃 腸 病 院 

佐 々 	木 医 院 

佐藤内科小児科医院 

佐藤仁外科胃腸科医院 

荘 司 内 科 医 院 

白戸胃腸科外科医院 

田辺胃腸科外科医院 

対馬内科小児科医院 

中 村 内 科 医 院 

増 	田 	病 	院 

松 	野 	医 	院 

復 明 堂 医 院 

森 田 診 療 所 

三 好 診 療 所 

森内科小児科医院 

江 	渡 	医 	院 

健生病院五所川原診療所 
※都合の良いところで受けてドさい。・ 

「福
祉
タ
ク
シ

ー
」
の
ご利
用
を
薩
維
恕
 

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
 
と
は
、
 

利
用
券
（
三
枚
綴
、
 
一
枚
四
百

円
）
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
方

が
、
タ
ク
、
ンー
乗
車
の
際
、
運
転

手
に
身
障
者
手
帳
を
提
示
し
、
 

料
金
に
相
当
す
る
利
用
券
か
、
 

利
用
券
に
差
額
分
の
現
金
を
添

え
て
支
払
い
を
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
は
、
在
宅
で
目
の
不
自

由
な
方
の
社
会
参
加
を
図
る
た
 

無
料
、
精
密
診
査
千
円
。
た
だ

し
七
十
歳
以
上
の
方
、
生
活
保

護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
 

▽
間
い
合
せ
先
 

市
衛
生
課
（
云
⑩
二
一
 

一

番
 
内
線
二
七
二
番

）
 

⑦ 昭和60年（1985年）11月15日 	 広報ごしょがわら （第603号） 

精神衛生講座へどうぞ 
レ日 時 11月19日（火） 午後1時～ 3 時 

レ場 所 五所川原保健所 

レ講師・テーマ 

〇精神衛生対策について 

五所川原保健所長 楼庭慶次先生 

07」ぐケ予防のために（すこやかな老後を過ごすには） 

西北中央病院副院長 村本幸栄先生 

レ主 催 五所川原保健所 

八
レ
 

..．”●．● ・ ・ ●‘ 	 ・  ・ ●●”●’・ 

…一移動保健所のお知ら斜t"" 
五所川原保健所では高野地区に移動保健所を開設しま

す。健康チェックにまたとない機会ですので多数おいで

くださし、。 

レ日 時 12月 3 日（火） 午前 9時30分～11時まてニ 

レ場 所 高野文化センター レ料 金 無料です 

レ内 容 ①身長、体重測定 ②血圧、心電図検査 

③尿、血液検査 ④栄養指導 

⑤保健指導 	⑥総合健康診断 

乳幼児の健康診査 
レ場 所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～1時30分まで 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3 歳児は 

尿検査も行いますので、当日きれいに洗った小ビンに 

尿を入れてもってきてください。 

レ注意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小 

児がん）の検査セッ トを配布します。 

レお願い なお病気療養中（特に伝染性の病気）のお子 

さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 日 内 容 
3 カ 月 児 S 60年 8 月生れ 12月10日因 健康診査 
6 カ 月 児 S 60年 5 月生れ 12月17日因 健康相談 
1 	歳 	児 S 59年11月生れ 12月23日（印 健康相談 
1歳 6 カ月児 S59年 6 月生れ 12月24日因 健康診査 
3 	歳 	児 S 57年8'9月生れ 12月19日（村 健康診査 

レお間い合わせは 

市衛生課（頭る)2111 内線268・272番）へどうぞ。 



身
障
者
手
帳
の
 

返
還
届
を
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供

北
吹
く
や
木
目
あ
ら
わ
に
念
怒
仏
 
斎
藤
今

日
子

林
檎
並
木
熟

れ
て
津
軽
に
嫁
迎

ふ
 
斎
藤
 
さ

だ

八
十
路
わ
が
無
月
の
闇
に
南
無
阿
弥
陀
 

野
村
 
と
し

澄
む
灘
に
何
を
語
ら
ん
乙
女
像
 
対
馬
 

障
子

秋
の
蝶
風
の
吐
息
に
羽
た
た
む
 
松
宮
 
梗
子

父
の
忌
の
は
ら
か
ら
と
あ
る
秋
燈
下
 
成
田
 
市
子
 

俳 

句
 

せ
は
、
市
中
央
公
民
館
（
か
⑩
 

六
〇
五
六
番
）
へ
ど

う
ぞ
。
 

後
援
 
西
北
教
育
事
務
所
 

身
障
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
 

既
に
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
家
族

は
、
身
障
者
手
帳
返
還
届
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
 

手
続
き
に
は
、
身
障
者
手
帳

と
印
鑑
が
必
要
で
す
が
、
手
帳

を
紛
失
、
ま
た
は
破
棄
さ
れ
た

方
は
印
鑑
だ
け
で
結
構
で
す
。
 

な
お
死
亡
後
、
既
に
数
年
経

過
し
て
い
て
も
、

ま
だ
返
還
届

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
や
届
け
出
は
、
 

市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
。
⑩

二
一
ー

番

内
線
二

一
〇
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

「観
音
林
遺
跡
」
第
3
 

次
発
掘
調
査
撃
口
書
 

ご
希
望
の
方
へ
有
償
配
布
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年

発
掘
し
た
松
野
木
「
観
音
林
遺

跡
」
 
の
第三
次
発
掘
調
査
報
告

書
を
有
償
配
布
（

一
部
千
八
百

円
）
し
て
い
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
市
教
育
委

員
会

・
社
会
教
育
課

（
廿⑩
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
五
〇
番
）
 

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
次
の
発
刊
書
も
有
償

配
布
中
で
す
。
 

「
五
所
川
原
市
史
年
表
」
 

千
二
百
円
 

「福
泉
遺
跡

」
 
千
円
 

「
観
音
林
遺
跡
（
第
二
次
）
」
 

千
二
百
円
 

職業訓練生募集（職業自立をめざす身体障害者の方へ） 

に7訓練科目 ピン不ス文書 いノ ソロJ 、経理事務、電子機器、機械製図、写真植字、 ミシン縫製、塗 

装など17科目 

▽訓練期間 61年 4 月から 1年（義肢装具科のみ 2年） 

▽募集期間 第1回 61年 2 月 8日まで 第2回 61年 3 月11日まで’ 

※授業料は無料、手当が支給されます。寮の設備もあります。 

詳しくは、東京身体障害者職業訓練校（廿0423 -⑩1411番 小平市小川西町 2 -34-- 1）へどうぞ。 

乗
っ

た
ら
し
  め
よ
・
っ
 

心
と
ベ
ル
ト
 

［
成
人
式
「は控
漏
往
細
曲
 

今
年
度
の
成
人
式
は
、
明
年

一
月
十
五
日
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
 

市
で
ば
、
今
年
度
も
新
し
く

成
人
に
な
ら
れ
た
人
に
、
日
頃

感
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い

た
だ
く
「
は
た
ち
の
主
張
」
発

表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
発
表
原
稿
を

次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
応
墓
き
だ
さ
い
。
 

▽
テ
ー
マ
 
成
人
式
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
 

（
標
題
に

つ
い
て
は
、
各
自
で
 

市
で
は
、
市
民
の
日
常
の
悩

み
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
を

解
消
し
明
る
く
楽
し
い
家
庭
生

活
を
築
い
て
も
ら
う
た
め
、
次

の
日
程
で
「

一
日
総
合
市
民
相

談
所
」
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
十

一
月
二
十
八
日
 

（
木）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館
 

▽
相
談
内
容
 
土
地
建
物
、
借

地
借
家
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
 

相
続
贈
与
、
交
通
事
故
、
困
り

ご
と
、
国
税
、
職
業
相
談
及
び
 
 

つ
け
で
く
だ
さ
い
。
）
 

▽
原
稿
枚
数
 

四
百
字
詰
原
稿

用
紙
 
三
枚
以
内
 

▽
応
募
資
格
 
新
成
人
（

昭
和

四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四

十

一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
人
）
 

▽
応
募
締
切
 
十

一
月
三
十
日

▽
問
い
合
わ
せ
及
び
あ
て
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

云

⑩
二
一
二
番
 
内
線

一
一

五
〇
番
）
 

▽
そ
の
他
 

m
応
募
の
あ
っ
た
原
稿
を
審
査
 

の
お
知
ら
せ
 

紹
介
、
国
道
、
県
道
並
び
に
建

築
問
題
、
中
小
企
業
の
金
融
、
 

行
政
相
談
、
家
庭
紛
争
、
離
婚
、
 

母
子
家
庭
更
生
資
金
、
里
親
、
 

そ
の
他
心
配
ご

と
、
労
働
条
件

解
雇
問
題
、
賃
金
不
払

い
、
食

品
衛
生
、
健
康
相
談
、
公
害
に

関
す
る
問
題
等
。
 

▽
料
金
 
無
料
で
す
。
 

▽
相
談
の
申
し
込
み
 
住
所
、
 

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
の
要

点
等
を
そ
え
て
、
十

一
月
二
十

日
ま
で
に
市
民
相
談
室
（
。
⑩

二

一
一
一
番
 
内
線
二
八
一

・

二
八
二
番
）
へ
申
し
込
み
し
て
 
 

の
う
え
、
三
名
選
出
し
成
人
式

当
日
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

②
発
表
者
に
は
、
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。
 

1十
六
ミ
リ
映
写
機
コ
 

r操
作
技
術
講
習
会
L
 

西
北
五
視
聴
覚
教
育
協
議
会
 

▽
日
時
 
十
二
月
十
一
日
ー
十

二
日
 
午
前
九
時
、
午
後
四

時
三
十
分
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
受
講
料
 
千
五
百

円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）
 

▽
修
了
証
 
合
格
者
に
は
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
や
お
間
い
合
わ
 

く
だ
さ
い
。
 

休
日
・
夜
間
の
急

病
は
《

・

在
宅
医
師
の
紹
介
は
消

防
署
（
“⑩
一
一〇
一
九
番
）
 

へ

（
救
急
医
療
部
会
）
 

夜
動
専
従
看
護
婦
を
募
集
 

西
北
中
央
病
院
 

▽
応
募
資
格
 
看
護
婦
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
。
 

▽
採
用
人
員
 
若

干
名

▽
採
用
期
日
 
随
 
時

▽
提
出
書
類
 

履
歴
書

詳
し
い
こ
と
や
お
申
し
込
み

は
、
市
立
西
北
中
央
病
院
管
理

課
庶
務
係
（
廿
⑩
三
一
一
番

内
線
二
七
九
番
）

へ
ど
う
ぞ
。
 

昭和60年（1985年）11月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第603号） ⑧ 

「総
合
市
民

相
談
所
」
 

,
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